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寒さの厳しい日が続いています。１月の後半はインフルエンザ等で体調を崩す人が多

くなりましたが、寒さの中で体調管理に気を配りながら学校生活を送ることは、思ってい

る以上にエネルギーを使うものです。保護者の皆様に支えながら、一人一人がよく頑張っ

ていると感じています。 

校庭や通学路に目を向けると、木々は葉を落とし、花の姿はほとんど見られません。し

かし、植物たちは何もしていないわけではありません。地上では静かに見えても、土の中

では根を伸ばし、幹や芽の内側では、春に花を咲かせるための準備が着実に進んでいま

す。寒さに耐え、じっと力を蓄えるこの時期があるからこそ、春になれば美しい花を咲か

せることができるのです。 

この姿は、今の学校生活にも重なるように思います。三年生は卒業と新たな進路に向け

て、学習や生活のまとめを行ったり、私立高校等の受験が実施されたりする大切な時期で

す。二年生は、最高学年となる準備が本格的に始まり、学校を支える立場への意識が求め

られています。一年生は、先輩として新入生を迎える準備をしながら、自分自身の成長を

振り返る時期です。それぞれ立場や課題は違っても、次のステージへ進むために、今まさ

に力を蓄えている段階だと言えるでしょう。 

二月は、これまでの学びや経験を振り返り、整理し、次につなげるための大切な月です。

同時に、進級や進学に向けた準備が重なり、忙しさを感じる時期でもあります。思うよう

にいかないことや、不安になることもあるかもしれません。しかし、植物が寒さの中で準

備を重ねるように、今取り組んでいる一つ一つの積み重ねが、必ず次の成長につながって

いきます。 

焦らず、他人と比べすぎず、自分のペースで構いません。これまで積み上げてきたこと

を大切にしながら、目の前のことに丁寧に向き合っていきましょう。寒さの先に春がある

ように、この時期の努力は、次のステージで確かな力となって花開くはずです。 

学校全体で支え合いながら、一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。 

 

稲美町立稲美北中学校 学校だより 

２月！ 芽吹きの前の大切な時間 



２・３月の行事予定 
 
≪２月≫ 

  ２日（月）各委員会 
  ３日（火）全校委員会 
  ６日（金）Jアラート訓練 
  ７日（土）新入生説明会 
１０日（火）私立高校入試  
１２日（木）代休（２／７） 
１６日（月）公立高校推薦・特色入試  
１９日（木）～２０日（金） 

２年救急救命講習 
 ２０日（金）公立高校推薦・特色入試 
       合格発表 
２５日（水）～２７日（金） 
      期末テスト 

 
≪３月≫ 

  ２日（月）各委員会 
 ３日（火）全校委員 
 ５日（木）３年生を送る会 
１１日（水）３年生給食最終日 
      ３年生奉仕作業 
１２日（木）公立高校学力検査 
１７日（火）卒業式 
１９日（木）公立高校合格発表 
２２日（日）新入生物品販売日 
２３日（月）１・２年給食最終日 
２４日（火）修了式 
 

 
  冬大自然を満喫したスキー実習！！ 

一年生は 1 月 27 日～29 日までハチ高原でスキー実習を行いました。大多数の生徒が

初めてスキーに取り組むという状況だったので、最初はこわごわ滑ることも多かったで

すが、実習を重ねるごとにみるみる上達していきました。2 日目午後の自由時間で、多く

の人が積極的にリフトに乗り、時間ギリギリまで滑っている姿はたのもしかったです。 

また、食事や入浴などの共同の生活場面でも時間を守った生活ができていました。1 年生

の成長を感じるスキー実習でした。 

  

 

 

地区役員の皆様 

今年度各地区の役員を務められた方、１年間お疲れさ

までした。各地区、役員の交代の時期になっていると思

います。PTA 組織が「保護者と教員の会」に改編された

ことに伴い、新しい役員の方を学校に報告する必要はな

くなりました。また学校から地区役員の方に依頼する仕

事もありません。地区の中で、引き継ぎをお願いします。 

加古川駅伝競走大会 

第 2 区 第 3 位 

小川 さん 

 

新人バドミントン大会 

1 年生の部 第 3 位 

竹中 さん 

 

第 20回全日本小中学生 

書道紙上展 

ベスト 100 松村 さん 

準ベスト 50 松井 さん 

準ベスト 50 吉村 さん 


